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研究成果の概要（和文）：大学教員が専門分野を問わずに活用可能な教授法を，授業設計，講義法，アクティブ
ラーニング，学習評価，研究指導の5領域について体系化した。これまでに取り組まれてきた国内外の研究知見
を網羅的に体系化することで，教授法の背後にある学習の原理が理解できるよう配慮するとともに，実践的に役
立つ大学教員研修教材の開発に至った。大学教員が専門分野を問わずに活用可能な実践技法の体系化は未着手で
あったため，この領域における知見の提供が行えた。また，開発した教材を用いた研修やワークショップを提供
し，研究成果の社会への還元に努めた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to synthesize the conventional wisdom for 
improving teaching quality in higher education in the following areas: course design, lecturing, 
activity-based learning, learning assessment, and research supervision. A Comprehensive and 
exhaustive review of the previous studies have been performed and the results have been reorganized 
to provide the general knowledge for the improvement of teaching. We have published 5 books of a 
series for instructors who teache students in colleges and universities as the final outcomes of our
 research. Furthermore, we have provided a couple of seminars and workshops for instructors who are 
newly appointed to college teaching.

研究分野：教育工学

キーワード： カリキュラム・教授法開発
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１．研究開始当初の背景 
 
 大学教育の改善に有効な教育方法に関す
る研究が多数行われてきたにも関わらず、そ
れらの知見は十分に活用されていない。本研
究の目的は、質の高い教育を行う大学教員が
新たな教授法を取り入れる際の認知的・心理
的過程を明らかにすることを通じて、既存の
知見が有効となる条件を明確にし、大学の教
授法の体系化を行うことである。具体的な目
的は、授業設計、講義法、アクティブラーニ
ング、研究指導、授業評価、授業改善の 6領
域について、既存の教授法の統合化・体系化
を行い、多くの専門分野で活用可能とする条
件を明らかにすることである。 
 大学の授業改善に関する先行研究は、大き
く 2つのタイプの分けることができる。第 1
のタイプは、新たな教授法の導入とその有効
性を検討する、開発実験型の研究である（水
越ほか 2012 など）。特に教育工学的アプロ
ーチを中心に、新たな道具や技法の開発に焦
点化するもので、近年はアクティブラーニン
グの重要性が指摘されているためか、グルー
プワークや反転授業に関する実験が多くの
国で進められている（Khosrow 2013、重田 
2014など）。第 2のタイプは、優れた授業を
行う教員の教育活動を分析し、その要因や条
件を明らかにする、授業研究型の研究である
（藤田 2005 など）。大学教育の目的が、知
識の伝達から思考力・分析力・統合力の育成
へ移行する際には、「どのように教えるか」
に加えて「教員がどのような人物か」が重要
になる。しかしながら、このタイプの研究は
日本ではまだ十分に取り組まれておらず、本
研究はこの第 2のタイプの研究を深めること
を目指す。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、授業設計、講義法、アク
ティブラーニング、研究指導、授業評価、授
業改善の 6領域について、既存の教授法の統
合化・体系化を行い、多くの専門分野で活用
可能とする条件を明らかにすることである。
この目的は、これまで統合的に行われてこな
かった教授法研究と大学授業研究の接続を
図ることを通じて、教授法の体系化を進める
という実践的研究の推進という特徴がある。 
 この研究の特色は、教授法研究のあり方に
対して問題提起を行う点である。従来の研究
は、新たに開発した教授法がどのようなもの
であるか（What）やそれらをどのように活
用するか（How）に注目してきた。しかし、
従来の研究が、なぜ特定の教授法が有効なの
か（Why）や、実践者がそれらをなぜ採用し
有効に利用できたのか（Why can）を十分に
明らかにしてきたとは言えず、本研究はこれ
らを明らかにする意味で重要な研究と言え
る。 
 

３．研究の方法 
 
 大学教員一般に共通する教授法の基本を
（1）授業設計、（2）講義法、（3）アクティ
ブラーニング、（4）研究指導、（5）学習評価、
（6）授業改善という 6 つの領域に分け、設
定し、この枠組みに沿って整理と体系化を行
う。 
 体系化は、次の手順で行う。 
（1）教授法研究と授業研究に関する基礎的
調査 
 国内外の高等教育関連学会，大学教育関連
文献，特徴的な教育実践の事例報告について
の情報収集・整理し，データベース化を行う。
データベースをもとに学生の研究体験に関
する論点と課題を整理する。同時に混乱が見
られる用語の整理も行う。 
（2）既存の教授法の整理と体系化 
 構築したデータベースをもとに、それらを
実践に役立つ、特定の専門知識を前提としな
くても活用できる、学生の学習を促進すると
いう指針で体系化する。体系化においては、
「どのような教授法か（What）」「どのように
行うか（How）」ではなく、「なぜその教授法
が有効なのか（Why）」を中心に既存の知見を
整理することとした上で、広く活用可能な研
修教材の形態でまとめる。 
 平成 27 年度は、日本でも研究が比較的蓄
積されている授業設計、講義法、アクティブ
ラーニングの分野を中心にデータベース化、
用語の整理、体系化に取り組む。平成 28 年
度以降に、日本や国外でも研究蓄積の少ない
学習評価、研究指導、授業改善分野の体系化
を進める。 
 
４．研究成果 
 
 平成 27 年度は、アクティブラーニングの
領域の体系化に重点的に取り組んだ。既存の
研究知見の整理から、多くの専門分野でアク
ティブラーニングを取り入れるには、大きく
（1）背景と課題の理解、（2）授業設計への
組み込み、（3）具体的な実践技法の活用の 3
つの領域があることを確認した。授業設計へ
の組み込みでは、学習課題の設計と授業時間
外学習の促進が特に重要であることを指摘
した。また、具体的な実践技法は、初回の授
業で学生を巻き込む、発問で思考を刺激する、
ディスカッションを導く、書かせて思考を促
す、学生を相互に学ばせる、経験から学ばせ
る、事例から学ばせる、授業に研究を取り入
れるという側面で整理でき、これらについて
多人数授業で取り入れるという視点をあわ
せて、9の側面から整理した。 
 
 平成 28 年度は、授業設計と講義法分野の
体系化に取り組んだ。授業設計の充実には大
きく（1）前提となる準備作業、（2）基本モ
デル、（3）特定領域の到達目標に関する設計
の 3つの領域があることを確認した。基本モ



デルには、到達目標設定、目標に対応した評
価、評価に対応した学習活動設計の 3つのア
ラインメントが重要であることと、それらを
シラバスとして表現し、シラバスを起点に授
業を見直すという基本サイクルを示した。ま
た、特定領域に対応する授業設計を、授業時
間外学習、教材開発、意欲・態度の育成、複
数教員による授業、研究指導の 5側面で整理
した。 
 講義法分野では、優れた講義を行うために
必要な技法を大きく（1）理解のしくみ、（2）
講義計画の設計、（3）講義のための技法の 3
つの領域があることを確認した。理解のしく
みでは、知識定着の仕組みとモチベーション
のしくみを理解することの重要性を指摘し
た。講義計画の設計では、教える内容、教え
る順序、1 回の授業の進行の 3 つの観点で既
存の知見を整理した。講義のための実践技法
は、口頭伝達、板書、スライド提示、難解な
内容の指導、アクティブラーニングの採用の
5つの側面から整理した。 
 
 平成 29 年度は、学習評価と研究指導分野
の体系化に取り組んだ。多くの専門分野で共
通する学習評価の実践では、（1）評価の構成
要素の理解、（2）評価の設計、（3）具体的な
実践技法の活用の3つの領域があることを確
認した。評価の設計では constructive 
alignment の重要性を指摘した。また、具体
的な実践技法を、形成的評価、筆記試験、レ
ポート課題、グループ学習評価、実技・実習
評価、ルーブリック評価、ポートフォリオ評
価の 7側面から整理した。また、これらにつ
いて、多様な学生に配慮した評価の設計とい
う視点も取り入れてまとめた。 
 研究指導分野の体系化では、多くの専門分
野に共通する実践技法として、（1）指針の立
案、（2）信頼関係構築、（3）集団指導の 3つ
の領域があることを確認した。指針の立案で
は、どの分野でも活用可能な具体的な技法と
して、研究計画をまとめる、探究的思考を促
す、倫理的な姿勢を身につけるという 3つの
観点で整理した。信頼関係構築では、学生の
多様性、研究室のマネジメント、個別面談の
3 つの観点で整理した。集団指導では、学生
間の協働、読む訓練、書く訓練、研究発表の
4つの観点で整理した。 
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